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令
和
五
年
度
の
各
会
計
予
算
案
は
、
二
月

二
十
八
日
の
本
会
議
で
、
同
日
設
置
さ
れ
た

十
二
名
の
委
員
か
ら
成
る
予
算
特
別
委
員
会

に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
で
は
三
月
十
三
日
に
正
副
委
員

長
の
互
選
お
よ
び
各
予
算
案
の
説
明
を
行
っ

た
後
、
同
月
十
四
日
か
ら
五
日
間
に
わ
た
っ

て
各
予
算
案
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
月
二
十
七
日
の
本
会
議
で
は
、
ひ
が
し

ま
り
子
予
算
特
別
委
員
長
よ
り
委
員
会
に
お

け
る
審
査
概
要
が
報
告
さ
れ
、
討
論
、
個
別

採
決
の
結
果
、
令
和
五
年
度
一
般
会
計
予
算

は
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
、
国
民
健
康
保
険

事
業
会
計
・
後
期
高
齢
者
医
療
会
計
・
介
護

保
険
事
業
会
計
の
三
特
別
会
計
、
水
道
事
業

会
計
お
よ
び
下
水
道
事
業
会
計
の
各
予
算
は
、

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
市
政
運
営
の
大
枠
が
確
定
し
、

　

第
一
回
定
例
会
は
、
二
月
二
十
日
か
ら
三
月
二
十
七
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
で
は
、
市
長
に
よ
る
施
政
方
針
演
説
と
、
こ
れ
に
対
す
る
八
人
の
各
会
派
代
表
質
問
、

お
よ
び
十
三
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
五
年
度
武
蔵
野
市

一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、
三
十
一
件
の
市
長
提
出
議
案
が
可
決
さ
れ
た
ほ
か
、
武
蔵
野
市
議

会
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
な
ど
二
件
の
議
員
提
出
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
回
　
市
議
会
定
例
会

各
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

（
三
面
に
施
政
方
針
、
二
・
三
面
に
代
表

質
問
、
四
・
五
面
に
予
算
特
別
委
員
会
審

査
概
要
、
五
面
に
予
算
に
対
す
る
討
論
を

掲
載
）。

子
ど
も
の
権
利
条
例
を
可
決

　
三
月
六
日
の
文
教
委
員
会
で
の
審
査
を

経
て
、
同
月
十
三
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

「
武
蔵
野
市
子
ど
も
の
権
利
条
例
」
が
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
条
例
は
、
未
来
に
わ
た
っ
て
子
ど
も

の
権
利
と
尊
厳
が
尊
重
さ
れ
る
よ
う
、
子

ど
も
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

取
り
組
み
、
子
ど
も
の
権
利
の
侵
害
に
つ

い
て
救
済
す
る
仕
組
み
等
を
定
め
る
も
の

で
す
。

　
条
例
前
文
に
は
「
子
ど
も
た
ち
の
こ
と

ば
」
が
掲
げ
ら
れ
、
本
条
例
の
権
利
の
主

体
が
子
ど
も
た
ち
で
あ
る
こ
と
、
子
ど
も

の
気
持
ち
や
願
い
を
尊
重
し
な
が
ら
、
子

ど
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
、
健
や
か
に
育

つ
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
「
子
ど
も
に
と
っ
て
大
切
な
子

ど
も
の
権
利
」
と
し
て
、
自
分
ら
し
く
育

つ
権
利
、
遊
ぶ
権
利
、
休
息
す
る
権
利
な

ど
、
全
部
で
八
つ
の
権
利
が
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
併
せ
て
、
十
一
月
二
十
日
を

「
武
蔵
野
市
子
ど
も
の
権
利
の
日
」
と
定

め
、
普
及
啓
発
に
取
り
組
む
こ
と
や
、
権

利
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
に
救
済
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
「
武
蔵
野
市
子
ど
も

の
権
利
擁
護
委
員
」
を
置
く
こ
と
を
規
定

し
て
い
ま
す
。

監
査
委
員
の
選
任
に
同
意

　
三
月
二
十
七
日
の
本
会
議
で
、
監
査
委

員
の
選
任
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
全

会
一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、

四
月
一
日
か
ら
の
四
年
間
で
す
。

■
監
査
委
員
：
小
島
麻
里　

氏

　
平
成
元
年
入
庁
後
、

市
民
部
市
民
活
動
担
当

部
長
を
経
て
、
令
和
四

年
四
月
か
ら
財
務
部
長
。

令
和
五
年
度
予
算
を
可
決

　
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
へ
　
平
和
が
続
く
未
来
を
つ
く
る
予
算

　
一
般
会
計
は
七
百
二
十
九
億
円
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のであらかじめご了承ください。

●著 作 権：�作品の著作権は撮影者本人に帰属します。ただし、次号の市議会だよ
り発行までは、他媒体での発表等をご遠慮いただくことを、作品採用
の条件といたします。

●期　　限：令和５年５月17日（水曜日）当日消印有効
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「茂みの中からこんにちは」
撮影：飯塚　啓（武蔵野市）
場所：グリーンパーク緑地（八幡町1丁目）（2023年2月11日）
花の蜜を求めて飛び回っていためじろが、茂みの中からひょこっと顔を出してきたところを捉えました。とてもかわいらしく、お気に
入りの一枚になっています。
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「施政方針」は武蔵野市役
所のホームページでご覧い
ただけます。また、市役所
の市政資料コーナー、各図
書館、武蔵野プレイスで閲
覧できます。

　２月22日、市長の施政方針に対して、８名の各会派代表者による代表質問が行われました。以下はその要旨です。

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ
●
小
美
濃
安
弘
　
議
員

改
め
て
住
民
投
票
を
検
討
す
る
際
に
は

自
治
基
本
条
例
十
九
条
か
ら
議
論
せ
よ

ワ
ク
ワ
ク
は
た
ら
く
●
宮
代
一
利
　
議
員

計
画
行
政
の
実
施
に
お
い
て
は
柔
軟
な

姿
勢
を
持
っ
て
市
民
の
理
解
を
得
よ

市
議
会
公
明
党
●
落
合
勝
利
　
議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

今
後
の
対
策
に
お
け
る
考
え
方
を
問
う

立
憲
民
主
ネ
ッ
ト
●
藪
原
太
郎
　
議
員

急
激
に
変
化
す
る
社
会
の
中
で

多
様
な
意
見
を
反
映
し
た
市
政
運
営
を

無
作
為
抽
出
に
よ
る
市
民
会

議
の
実
施
は
評
価
す
る
が
、
少
数

意
見
や
専
門
的
意
見
が
反
映
さ
れ

な
い
可
能
性
が
あ
る
。
幅
広
い
市

民
意
見
を
ど
う
担
保
し
て
い
く
か
。

今
回
の
気
候
市
民
会
議
は
公

募
と
無
作
為
抽
出
に
よ
り
実
施
し

た
新
た
な
試
み
だ
が
、
市
民
の
誰

も
が
関
係
す
る
内
容
の
場
合
、
同

様
の
手
法
で
意
見
を
聴
取
し
た
い
。

時
代
の
流
れ
が
急
速
に
変
化

す
る
中
、
長
期
計
画
策
定
時
に
市

議
会
が
議
決
し
た
市
政
運
営
の
基

本
理
念
と
施
策
の
大
綱
を
十
年
間

変
更
せ
ず
そ
の
ま
ま
市
政
に
反
映

し
続
け
る
の
は
果
た
し
て
適
当
か
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

推
進
が
コ
ロ
ナ
禍
で
加
速
し
た
が
、

市
政
運
営
の
基
本
理
念
や
施
策
の

大
綱
の
変
更
に
は
至
ら
な
い
。
今

後
、
議
決
の
要
否
や
、
計
画
を
変

更
可
能
と
す
る
こ
と
に
関
し
提
案

や
意
見
が
あ
れ
ば
、
第
七
期
長
期

計
画
等
で
考
え
て
い
く
べ
き
だ
。

民
間
建
物
の
付
置
義
務
駐
輪

場
の
距
離
を
百
メ
ー
ト
ル
か
ら
三

百
メ
ー
ト
ル
に
規
則
変
更
し
、
駅

周
辺
の
駐
輪
場
を
商
業
地
の
外
周

部
に
配
置
す
る
方
針
は
、
放
置
自

転
車
対
策
に
逆
行
す
る
だ
け
で
な

く
駅
周
辺
か
ら
自
転
車
を
締
め
出

す
こ
と
に
な
ら
な
い
か
、
見
解
は
。

現
在
、
放
置
自
転
車
対
策
は

最
重
要
課
題
で
は
な
い
。
自
転
車

を
締
め
出
す
意
図
は
な
く
、
歩
行

者
が
安
全
に
回
遊
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

施
政
方
針
で
国
政
の
民
主
主

義
軽
視
の
動
き
と
述
べ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
市
長
と
し
て
の
発
言
か
、

ま
た
具
体
的
に
何
を
指
す
か
伺
う
。

市
長
と
し
て
の
発
言
で
あ
り
、

具
体
的
に
は
、
国
会
で
審
議
を
せ

ず
、
閣
議
と
い
う
場
で
物
事
が
決

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
を
指
す
。

市
長
と
し
て
、
閣
議
決
定
が

民
主
的
で
は
な
い
と
述
べ
た
の
か
。

閣
議
決
定
は
民
主
主
義
に
反

す
る
と
考
え
る
。
閣
議
決
定
が
民

主
主
義
な
ら
議
会
は
い
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
。
例
え
ば
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証
の
一

体
化
は
大
臣
発
表
で
決
定
し
て
お

り
、
民
主
主
義
と
し
て
は
疑
問
だ
。

市
の
住
民
投
票
制
度
は
、
自

治
基
本
条
例
十
九
条
も
含
め
、
市

民
や
有
識
者
と
熟
議
を
交
わ
す
こ

と
が
大
事
だ
と
考
え
る
が
見
解
は
。

十
九
条
の
必
要
性
を
含
め
て

議
論
す
る
考
え
は
持
っ
て
い
な
い
。

兵
庫
県
明
石
市
の
事
例
で
、

子
育
て
支
援
は
ま
ち
の
活
性
化
に

効
果
的
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
一
歩
と
し
て
学
校

給
食
無
償
化
の
検
討
を
進
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

第
六
期
長
期
計
画
・
調
整
計

画
で
し
っ
か
り
と
議
論
す
る
必
要

が
あ
る
。
策
定
委
員
会
で
も
議
論

し
、
施
策
の
方
向
性
を
決
め
た
い
。

駐
輪
場
整
備
は
民
間
の
協
力

を
得
な
が
ら
進
め
る
べ
き
だ
と
考

え
る
。
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
活
用

と
併
せ
て
見
解
を
伺
う
。

満
空
情
報
に
民
間
駐
輪
場
の

状
況
も
載
せ
る
な
ど
、
駐
輪
場
対

策
に
資
す
る
取
り
組
み
を
進
め
た

い
。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー

は
未
来
に
向
け
た
大
切
な
視
点
だ
。

民
間
事
業
者
と
の
連
携
に
つ
い
て
、

自
転
車
等
駐
車
対
策
協
議
会
の
意

見
も
聞
き
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

子
ど
も
の
権
利
条
例
は
、
特

に
当
事
者
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の

意
見
を
聴
取
し
た
こ
と
を
評
価
す

る
。
ま
ち
ぐ
る
み
で
の
子
育
て
、

子
ど
も
の
成
長
を
見
守
る
体
制
が

求
め
ら
れ
る
が
見
解
を
伺
う
。

子
ど
も
が
悩
ん
だ
時
に
相
談

で
き
る
体
制
整
備
が
大
切
だ
。

バ
ス
の
小
型
化
も
含
め
た
ラ

ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
対
策
を
検
討
す

べ
き
だ
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画

で
タ
ク
シ
ー
事
業
者
を
実
施
主
体

と
す
る
研
究
実
証
等
の
検
討
を
掲

げ
た
が
、
交
通
事
業
者
は
厳
し
い

状
況
で
あ
り
、
交
通
手
段
の
確
保

に
つ
い
て
、
地
域
公
共
交
通
活
性

化
協
議
会
で
検
討
し
た
い
。

既
存
の
や
り
方
だ
け
で
な
く
、

柔
軟
な
姿
勢
で
計
画
行
政
を
実
施

す
る
こ
と
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

拙
速
な
意
思
決
定
や
思
い
つ

き
の
政
策
判
断
を
避
け
る
た
め
、

計
画
行
政
が
原
則
だ
が
、
変
化
が

激
し
い
時
代
に
は
柔
軟
な
対
応
が

必
要
だ
。
情
報
共
有
と
市
民
参
加
、

協
働
に
よ
る
市
政
運
営
を
進
め
る
。

計
画
行
政
の
実
施
中
に
、
意

見
の
相
違
が
生
じ
た
際
の
対
応
は
。

意
見
の
違
い
は
手
法
の
違
い

で
も
あ
り
、
異
な
る
意
見
に
耳
を

傾
け
、
冷
静
に
議
論
を
し
た
い
。

老
朽
化
が
進
む
テ
ン
ミ
リ
オ

ン
ハ
ウ
ス
は
、
安
心
し
て
使
用
で

き
る
よ
う
将
来
展
望
を
示
し
て
は
。

適
切
に
維
持
管
理
し
サ
ー
ビ

ス
を
継
続
し
た
い
。
耐
用
年
数
経

過
後
の
対
応
は
今
後
の
課
題
だ
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
社
会
の

在
り
方
を
学
び
実
践
す
る
た
め
に

つ
く
ら
れ
た
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教

育
シ
ス
テ
ム
は
、
子
ど
も
の
成
長

に
と
っ
て
適
切
か
考
え
て
は
。

個
人
に
合
う
教
育
を
受
け
社

会
的
自
立
を
目
指
す
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
今
後
も
議
論
が
必
要
だ
。

デ
ジ
タ
ル・シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ

プ
教
育
に
あ
た
り
世
界
の
変
化
を

的
確
に
捉
え
適
合
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

法
の
理
解
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
課
題
解
決
能
力
を
子
ど
も
と

共
に
大
人
も
学
ぶ
こ
と
が
大
切
だ
。

吉
祥
寺
駅
南
口
お
よ
び
東
部

地
区
に
お
け
る
実
効
性
の
あ
る
環

境
浄
化
の
今
後
に
つ
い
て
伺
う
。

体
感
治
安
は
改
善
し
て
き
て

い
る
が
、
ブ
ル
ー
キ
ャ
ッ
プ
等
の

運
用
を
見
直
し
、
禁
止
行
為
が
行

い
づ
ら
い
環
境
を
目
指
し
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
大
き
く

受
け
た
市
内
産
業
全
体
を
盛
り
上

げ
る
た
め
の
今
後
の
見
通
し
は
。

コ
ロ
ナ
禍
以
降
の
新
た
な
視

点
や
課
題
等
を
踏
ま
え
、
長
期
計

画
・
調
整
計
画
と
リ
ン
ク
し
つ
つ
、

具
体
的
施
策
の
検
討
や
第
三
期
産

業
振
興
計
画
策
定
に
つ
な
げ
た
い
。

市
が
取
り
組
ん
で
き
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

評
価
と
今
後
の
基
本
的
考
え
方
は
。

計
六
度
の
対
応
方
針
策
定
や

計
二
十
五
回
の
補
正
予
算
編
成
等

で
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
に
寄
与
し

た
。
国
や
都
の
動
向
や
感
染
状
況

を
注
視
し
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
対
面
の
交
流
が

減
少
し
た
こ
と
の
弊
害
と
、
課
題

克
服
に
対
す
る
行
政
の
支
援
は
。

高
齢
者
を
中
心
と
し
た
健
康

面
の
課
題
や
子
ど
も
た
ち
の
精
神

面
の
影
響
等
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

残
る
。
対
面
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を

両
立
し
た
交
流
活
動
を
支
援
す
る
。

住
民
投
票
制
度
の
論
点
整
理

に
関
し
市
民
周
知
の
考
え
方
は
。

市
民
参
加
手
段
と
し
て
の
住

民
投
票
制
度
の
理
解
を
得
ら
れ
る

よ
う
な
説
明
の
し
か
た
や
示
し
方
、

一
緒
に
考
え
る
姿
勢
を
持
ち
た
い
。

駐
輪
場
整
備
の
基
本
的
な
方

針
が
市
民
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
、

市
の
認
識
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

駐
輪
場
は
場
所
に
よ
り
課
題

が
異
な
る
た
め
、
移
転
・
集
約
等

適
正
な
配
置
に
関
し
理
解
が
深
ま

る
よ
う
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら

の
説
明
を
し
っ
か
り
と
進
め
た
い
。

四
十
歳
以
上
の
市
民
全
員
に

対
す
る
歯
科
健
診
の
環
境
整
備
が

示
さ
れ
て
い
る
が
、
継
続
性
を 

持
っ
た
取
り
組
み
と
な
る
の
か
。

受
診
率
等
の
結
果
を
見
て
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

建
物
の
耐
震
化
に
関
し
課
題

認
識
と
対
策
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

武
蔵
野
市
耐
震
改
修
促
進
計

画
に
よ
り
着
実
に
進
ん
で
い
る
が
、

緊
急
輸
送
道
路
沿
道
建
築
物
は
費

用
面
等
に
課
題
が
あ
り
、
助
成
制

度
な
ど
を
活
用
し
促
進
を
図
る
。

ム
ー
バ
ス
に
関
し
、
利
便
性

を
踏
ま
え
た
効
率
的
な
運
行
を
図

る
こ
と
へ
の
具
体
的
取
り
組
み
は
。

調
査
に
よ
り
把
握
し
た
利
用

実
態
や
道
路
混
雑
を
踏
ま
え
運
行

時
間
帯
や
ダ
イ
ヤ
等
の
見
直
し
を

検
討
し
た
効
率
的
な
運
行
を
図
る
。

施政方針を質す
ただ

代 表 質 問
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小
さ
な
声
を
活
か
す
会
●
山
本
ひ
と
み
　
議
員

差
別
や
排
除
の
な
い
　
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を

日
本
共
産
党
武
蔵
野
市
議
団
●
橋
本
し
げ
き
　
議
員

市
民
生
活
を
支
え
応
援
す
る
施
策
を

進
め
、
学
校
給
食
費
無
償
化
の
実
現
を

市
内
の
景
気
と
市
民
の
暮
ら

し
の
現
状
を
ど
う
認
識
す
る
か
。

食
料
品
や
光
熱
費
等
の
値
上

げ
に
よ
り
家
計
の
負
担
が
増
大
し

て
い
る
。
こ
れ
が
長
期
化
す
れ
ば
、

消
費
が
落
ち
込
み
、
事
業
者
に
も

大
打
撃
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

平
和
な
社
会
を
目
指
し
、
敵

基
地
先
制
攻
撃
能
力
保
有
等
の
大

軍
拡
阻
止
、
紛
争
を
戦
争
に
さ
せ

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、
水

道
基
本
料
金
の
減
額
・
免
除
、
電

気
・
ガ
ス
代
へ
の
補
助
、
学
校
給

食
費
無
償
化
を
求
め
る
が
見
解
は
。

物
価
高
騰
対
策
は
地
域
の
要

望
に
応
え
る
た
め
総
合
的
に
判
断

し
て
い
き
た
い
。
給
食
費
無
償
化

は
第
六
期
長
期
計
画
・
調
整
計
画

で
施
策
の
方
向
性
を
決
め
て
い
く
。

五
月
八
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

な
い
外
交
的
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
日

本
が
発
揮
す
る
よ
う
、
地
方
自
治

体
か
ら
強
く
求
め
る
べ
き
で
は
。

本
市
は
世
界
連
邦
宣
言
都
市
、

非
核
都
市
宣
言
都
市
で
あ
り
、
市

民
代
表
ま
た
平
和
首
長
会
議
の
一

員
と
し
て
、
他
自
治
体
と
連
携
し

平
和
意
識
の
醸
成
に
取
り
組
む
。

多
様
性
を
尊
重
す
る
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
た
今
後
の
展
開
は
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
届
受
理

証
を
活
用
で
き
る
施
策
拡
充
の
検

討
や
、
一
層
の
理
解
促
進
と
周
知

啓
発
を
図
る
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ

プ
制
度
の
必
要
性
も
認
識
し
て
お

り
、
当
事
者
の
声
を
聴
き
な
が
ら

検
討
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上
の

位
置
づ
け
が
五
類
に
移
行
す
る
こ

と
に
伴
う
市
の
対
応
を
伺
う
。

都
の
対
策
本
部
決
定
に
準
じ

た
形
で
、
本
市
も
移
行
を
進
め
る
。

差
別
や
排
除
の
な
い
、
人
権

を
尊
重
さ
れ
、
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、

苦
情
処
理
、
是
正
勧
告
の
で
き
る

第
三
者
機
関
を
設
置
し
て
は
。

人
権
擁
護
委
員
と
共
に
人
権

相
談
や
啓
発
活
動
を
行
い
、
専
門

機
関
や
救
済
制
度
に
つ
な
げ
た
い
。

多
文
化
共
生
社
会
を
目
指
し
、

多
様
性
を
認
め
合
う
、
支
え
合
い

の
ま
ち
づ
く
り
を
評
価
す
る
が
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
は
ど
の

本
市
で
も
学
校
給
食
費
無
償

化
に
踏
み
出
す
べ
き
で
は
。

現
在
策
定
中
の
第
六
期
長
期

計
画
・
調
整
計
画
の
策
定
委
員
会

で
議
論
し
方
向
性
を
決
め
て
い
く
。

加
齢
性
難
聴
者
に
対
す
る
補

聴
器
購
入
費
等
の
補
助
制
度
実
現

を
求
め
る
が
見
解
は
。

加
齢
性
難
聴
は
生
活
の
質
や

精
神
的
健
康
に
影
響
し
、
認
知
機

能
の
低
下
を
招
く
こ
と
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
次
期
高
齢
者
福

祉
計
画
策
定
の
中
で
議
論
し
た
い
。

気
候
危
機
打
開
に
向
け
、
市

民
の
環
境
配
慮
行
動
を
促
す
と
同

時
に
根
本
的
な
社
会
構
造
変
革
が

必
要
だ
が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

市
域
を
越
え
た
地
球
温
暖
化

対
策
に
寄
与
す
る
広
が
り
の
あ
る

施
策
を
持
続
的
に
検
討
す
る
。
気

候
危
機
打
開
武
蔵
野
市
民
活
動
プ

ラ
ン
（
仮
称
）
を
定
め
る
中
で
も

力
強
く
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

よ
う
に
生
か
さ
れ
て
い
る
か
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
届
受
理

証
を
持
つ
方
が
市
営
住
宅
等
に
入

居
申
し
込
み
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

障
が
い
者
の
特
性
に
応
じ
、

住
ま
い
の
安
心
、
医
療
と
の
連
携
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
設
置
な
ど

の
対
応
を
求
め
る
が
見
解
は
。

医
療
や
就
労
の
面
に
お
い
て

も
、
障
が
い
特
性
に
応
じ
た
地
域

社
会
で
の
支
援
を
進
め
る
。

本
市
で
も
子
ど
も
の
権
利
条

例
が
審
議
さ
れ
る
が
、
子
ど
も
が

社
会
で
育
つ
こ
と
を
基
本
に
し
た

教
育
が
問
わ
れ
て
い
る
。
東
京
都

は
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
に
通
う
児

童
生
徒
へ
支
援
を
し
て
い
る
が
、

本
市
で
は
、
義
務
教
育
段
階
の
不

登
校
の
児
童
生
徒
に
対
す
る
経
済

的
支
援
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

広
域
的
な
取
り
組
み
が
望
ま

し
い
と
考
え
て
お
り
、
都
の
取
り

組
み
を
評
価
し
て
い
る
。

自
治
と
共
生
●
山
本
あ
つ
し
　
議
員

金
銭
に
は
代
え
ら
れ
な
い

自
治
体
の
持
つ
社
会
資
源
を
大
切
に

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ
●
ひ
が
し
ま
り
子 

議
員

子
ど
も
と
認
知
症
の
方
の
安
心・安
全
、

武
蔵
野
の
農
業
を
守
る
支
援
を
望
む

産
後
ケ
ア
事
業
に
お
い
て
、

母
親
だ
け
で
な
く
、
乳
児
も
ふ
だ

ん
と
違
う
環
境
に
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
踏
ま

え
た
取
り
組
み
や
今
後
の
対
応
は
。

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
参

考
に
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
予

定
。
母
親
へ
の
レ
ス
パ
イ
ト
の
ほ

か
、
乳
児
の
ス
ト
レ
ス
へ
の
配
慮

に
つ
い
て
も
記
載
す
る
な
ど
し
て
、

事
業
所
と
共
有
し
て
い
き
た
い
。

農
業
推
進
に
つ
い
て
、
①
Ｃ

Ｏ
＋
Ｌ
Ａ
Ｂ　

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

Ｎ
Ｏ
（
コ
ラ
ボ
む
さ
し
の
）
の
よ

う
な
交
流
の
場
を
定
期
的
に
設
け

る
べ
き
で
は
②
東
京
む
さ
し
農
業

協
同
組
合
か
ら
市
議
会
へ
宛
て
た

具
体
的
な
要
望
に
つ
い
て
、
可
能

な
限
り
配
慮
す
る
べ
き
で
は
。

①
来
年
度
も
テ
ー
マ
を
変
え

ず
に
継
続
予
定
で
あ
り
、
農
家
見

学
会
等
交
流
の
場
の
充
実
を
図
り

た
い
②
給
食
へ
の
市
内
産
野
菜
使

用
割
合
目
標
値
三
十
五
％
を
推
進

す
る
。
農
業
用
資
材
の
高
騰
へ
は
、

社
会
変
化
に
応
じ
て
、
農
業
関
係

者
の
皆
様
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら

適
切
に
支
援
し
た
い
。
有
害
鳥
獣

対
策
も
引
き
続
き
検
討
す
る
。

認
知
症
の
方
へ
の
支
援
に
関

し
て
、
①
認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
の
役
割
は
②
理
解
を
深
め

る
た
め
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

①
医
療
と
介
護
の
複
数
の
支

援
者
で
方
針
を
立
て
、
対
応
の
難

し
い
認
知
症
の
方
に
対
し
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
を
行
う
②
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
の
修

了
者
に
よ
る
自
主
活
動
で
あ
る
認

知
症
カ
フ
ェ
な
ど
、
地
域
で
認
知

症
の
方
を
支
え
る
活
動
を
今 

後
も
支
援
し
て
い
く
。

学
校
改
築
が
進
む
中
、
家
庭

と
子
ど
も
の
支
援
員
の
全
校
配
置

の
た
め
部
屋
の
確
保
が
必
要
で
は
。

児
童
生
徒
が
安
心
で
き
る
よ

う
多
様
な
場
所
を
設
け
る
予
定
だ
。

支
援
員
に
つ
い
て
は
、
そ
の
児
童

生
徒
に
合
っ
た
居
場
所
で
活
動
で

き
る
よ
う
配
置
を
検
討
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
総
括
と
公
の
役

割
に
関
し
、
第
六
期
長
期
計
画
・

調
整
計
画
や
健
康
福
祉
総
合
計
画

へ
の
反
映
の
考
え
方
を
伺
う
。

調
整
計
画
の
討
議
要
綱
に
は

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
位
置
づ
け
た
。

健
康
福
祉
総
合
計
画
策
定
で
も
、

コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
の
視
点
や
調

整
計
画
で
の
議
論
も
踏
ま
え
、
分

野
横
断
的
な
議
論
を
進
め
た
い
。

生
活
困
窮
者
や
障
害
者
の
就

労
支
援
に
関
し
、
多
分
野
に
わ
た

る
各
制
度
を
、
自
治
体
レ
ベ
ル
で

再
構
築
し
て
ほ
し
い
が
、
見
解
は
。

収
入
面
だ
け
で
な
く
社
会
参

加
の
面
か
ら
も
、
就
労
支
援
の
強

化
が
必
要
と
考
え
る
。
国
の
雇
用

施
策
等
も
踏
ま
え
、
分
野
横
断
的

で
総
合
的
な
観
点
か
ら
重
層
的
な

支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
た
い
。

学
校
施
設
の
再
編
に
関
し
、

小
中
一
貫
校
方
針
の
総
括
を
伺
う
。

施
設
一
体
型
に
よ
る
小
中
一

貫
教
育
は
、
十
二
の
小
学
校
に
中

学
校
を
併
設
す
る
計
画
だ
っ
た
が
、

第
六
期
長
期
計
画
の
策
定
に
あ
た

り
、
児
童
数
の
増
加
に
よ
る
物
理

的
な
困
難
性
、
学
校
生
活
や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
影
響
、
防
災

上
の
課
題
な
ど
を
勘
案
し
、
実
施

す
る
べ
き
で
は
な
い
と
し
た
。

今
後
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
見
直
し
に
関
す
る
方
向
性
は
。

平
成
三
十
年
三
月
に
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
定
め
、
基
本
的
な
考
え

方
や
事
業
手
法
を
検
討
す
る
際
の

プ
ロ
セ
ス
、
市
民
や
議
会
と
の
関

わ
り
方
等
を
示
し
た
が
、
国
の
要

請
も
あ
り
、
令
和
五
年
度
末
ま
で

に
実
情
を
踏
ま
え
見
直
し
た
い
。

財
政
援
助
出
資
団
体
の
在
り

方
は
、
指
導
監
督
方
針
や
、
指
定

管
理
者
に
関
す
る
方
針
も
含
め
て

検
討
し
て
ほ
し
い
が
、
見
通
し
は
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
欠

か
せ
な
い
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
市

と
の
連
携
を
推
進
す
る
た
め
、
指

導
監
督
の
基
本
方
針
を
改
定
し
、

団
体
の
役
割
や
状
況
に
応
じ
て
自

立
化
や
経
営
改
革
を
支
援
し
た
い
。

市長の施政方針 誰もが安心して暮らし続けられるまちへ
平和が続く未来をつくる予算

松下玲子　市長

市政運営の基本的考え  
1 多様性を認め合う　支え合いのまちづくり
2 未来ある子どもたちが　希望を持ち健やかに暮らせるまちづくり
3 コミュニティを育む　市民自治のまちづくり
4 このまちにつながる誰もが　住み・学び・働き・楽しみ続けられるまちづくり
5 限りある資源を生かした　持続可能なまちづくり

主要な施策の体系  
（Ⅰ）健康・福祉
（Ⅱ）子ども・教育
（Ⅲ）平和・文化・市民生活
（Ⅳ）緑・環境
（Ⅴ）都市基盤
（Ⅵ）行財政

【市長が 2月 20 日の本
会議で行った「施政方
針」演説の項目です】
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農
業
費・商
工
費

コ
ラ
ボ
む
さ
し
の

次
な
る
ス
テ
ッ
プ
は

令
和
四
年
度
に
試
行
実
施
し
た

Ｃ
Ｏ
＋
Ｌ
Ａ
Ｂ　

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

Ｎ
Ｏ
（
コ
ラ
ボ
む
さ
し
の
）
は
好
評

だ
っ
た
が
、
イ
ベ
ン
ト
以
外
で
の
事

業
者
交
流
の
支
援
が
必
要
で
は
。

令
和
五
年
度
は
、
事
業
者
ど
う

し
を
よ
り
密
接
に
つ
な
ぐ
た
め
の
交

流
会
等
の
ほ
か
、
市
内
各
地
の
イ
ベ

衛
生
費

歯
科
健
診
の
方
法
変
更
に

伴
う
受
診
率
の
想
定
は

歯
科
健
診
に
つ
い
て
、
四
十
歳

以
上
の
市
民
全
員
に
受
診
券
を
発
送

す
る
こ
と
に
よ
る
受
診
率
の
想
定
は
。

こ
れ
ま
で
は
七
％
台
だ
っ
た
が
、

今
回
は
十
％
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

�

産
後
ケ
ア
事
業
の
利
用
状
況
は
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
受
け
入
れ
を
中
止
し
て

い
る
二
施
設
の
再
開
の
見
込
み
は
。

令
和
三
年
度
は
妊
娠
届
け
出
千

三
百
件
に
対
し
、
三
百
九
十
五
件
の

登
録
が
あ
っ
た
。
登
録
者
の
増
加
に

対
し
サ
ー
ビ
ス
供
給
量
は
不
十
分
で
、

早
期
の
再
開
に
向
け
協
議
中
で
あ
る
。

�

家
庭
向
け
再
エ
ネ
電
気
切
替
協

力
金
支
給
事
業
に
関
し
、
再
エ
ネ 

百
％
電
気
を
利
用
し
て
い
る
人
数
は
。

具
体
的
な
数
は
不
明
だ
が
、
気

候
市
民
会
議
の
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
コ
ス
ト
が
高
く
切
り
替
え
ら

れ
な
い
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
令
和

五
年
度
の
下
半
期
に
事
業
を
案
内
す

る
が
、
一
世
帯
当
た
り
二
万
円
前
後

で
二
百
世
帯
を
想
定
し
て
い
る
。

民
生
費

高
齢
者
総
合
セ
ン
タ
ー

大
規
模
改
修
の
内
容
は

高
齢
者
総
合
セ
ン
タ
ー
大
規
模

改
修
の
内
容
を
伺
う
。

経
年
劣
化
に
対
す
る
予
防
保
全

の
た
め
、
給
排
水
設
備
や
屋
上
防
水

等
の
工
事
を
行
う
。
ま
た
、
要
介
護

度
の
高
い
方
の
増
加
に
対
応
し
、
機

械
浴
の
増
設
等
を
行
う
。

�

子
育
て
と
介
護
を
同
時
に
行
う

ダ
ブ
ル
ケ
ア
等
へ
の
新
規
支
援
策
は
。

介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
指
針

で
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
等
の
場
合
に
は
加

点
で
き
る
よ
う
変
更
し
た
。

�

子
ど
も
の
手
当
・
助
成
に
関
す

る
窓
口
Ｄ
Ｘ
試
行
に
関
し
、
こ
の
分

野
で
試
行
を
開
始
す
る
理
由
を
伺
う
。

今
の
子
育
て
世
代
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
で
抵
抗
な
く
手
続
き
が
で

き
る
こ
と
や
、
子
育
て
中
で
時
間
が

限
ら
れ
る
中
、
来
庁
せ
ず
申
請
す
る

こ
と
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
と
考
え
た
。

�

一
部
の
学
童
ク
ラ
ブ
で
は
学
校

内
に
収
ま
ら
ず
、
学
校
外
で
も
育
成

を
実
施
中
だ
が
、
今
後
の
見
通
し
は
。

学
童
入
会
率
は
上
昇
し
て
お
り
、�

総
務
費

友
好
都
市
と
の

幅
広
い
交
流
を
推
進
せ
よ

友
好
都
市
と
の
交
流
は
市
が
主

導
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
麦
わ
ら
帽

子
な
ど
を
活
用
し
幅
広
い
交
流
を
推

進
し
て
ほ
し
い
が
、
見
解
を
伺
う
。

人
を
つ
な
げ
る
取
り
組
み
や
物

産
品
交
流
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が

で
き
る
。
麦
わ
ら
帽
子
の
運
営
の
在

り
方
を
検
討
す
る
際
は
友
好
都
市
交

流
の
点
か
ら
柔
軟
に
取
り
組
み
た
い
。

�

吉
祥
寺
パ
ー
ク
エ
リ
ア
ま
ち
の

将
来
像
策
定
に
向
け
た
地
域
展
開
に

つ
い
て
は
時
間
を
か
け
て
丁
寧
に
進

め
て
ほ
し
い
が
、
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
令
和
五
年
度
に
行
う
内
容
は
。

令
和
七
年
頃
か
ら
具
体
的
な
将

来
像
策
定
に
向
け
て
取
り
組
み
、
第

七
期
長
期
計
画
の
議
論
を
経
て
、
令

和
十
年
頃
を
目
途
に
進
め
て
い
く
。

令
和
五
年
度
は
市
民
や
関
係
者
へ
の

事
業
内
容
の
周
知
等
、
今
後
の
議
論

に
向
け
た
下
地
づ
く
り
を
行
う
。

�

次
期
男
女
平
等
推
進
計
画
の
策

総
括
・
人
件
費

将
来
人
口
推
計
に
基
づ
く
税
収
や

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
見
通
し
は

令
和
四
年
度
の
将
来
人
口
推
計

で
は
人
口
は
右
肩
上
が
り
の
増
加
と

さ
れ
て
い
る
が
、
税
収
や
行
政
サ
ー

ビ
ス
総
量
の
見
通
し
は
第
六
期
長
期

計
画
の
内
容
か
ら
変
化
す
る
の
で
は
。

第
六
期
長
期
計
画
・
調
整
計
画

の
策
定
時
に
改
め
て
税
収
や
各
種
施

策
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
。
人

口
の
伸
び
は
大
き
く
変
化
し
て
お
ら

ず
、
影
響
は
小
さ
い
と
認
識
す
る
。

�

コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
市
が

実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
を
見
直

し
、
取
り
組
む
意
味
や
目
的
を
整
理

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
を
変
え
る
と
い
う
こ
と
か
。

長
年
実
施
し
て
き
た
事
業
で
も

変
え
る
べ
き
と
こ
ろ
は
変
え
て
い
く

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

�

都
市
基
盤
に
つ
い
て
新
た
な
将

来
像
の
構
築
を
進
め
る
と
の
こ
と
だ

が
、
そ
の
際
に
は
文
化
を
し
っ
か
り

と
位
置
づ
け
て
ほ
し
い
が
見
解
は
。

ま
ち
づ
く
り
に
は
文
化
の
要
素

が
欠
か
せ
ず
、
都
市
基
盤
や
文
化
、

産
業
な
ど
が
有
機
的
に
つ
な
が
っ
て

い
る
ま
ち
が
望
ま
し
い
。
関
係
者
と

情
報
を
共
有
し
て
丁
寧
に
進
め
た
い
。

�

市
の
障
害
者
雇
用
率
は
。
ま
た

法
定
雇
用
率
を
下
回
ら
な
い
よ
う
令

和
五
年
度
に
新
た
に
任
用
す
る
の
か
。

令
和
四
年
六
月
一
日
時
点
で
、

二
．八
八
％
で
、
法
定
雇
用
率
を
達

成
し
て
い
る
。
な
お
、
令
和
五
年
四

月
に
三
名
任
用
予
定
で
あ
る
。

�

産
業
・
経
済
政
策
懇
談
会
を
廃

止
し
、
附
属
機
関
と
し
て
産
業
振
興

審
議
会
を
設
置
し
た
が
、
本
来
附
属

機
関
の
機
能
を
持
つ
委
員
会
を
要
綱

で
設
置
し
て
い
る
事
例
は
あ
る
か
。

令
和
四
年
八
月
に
要
綱
設
置
の

全
て
の
委
員
会
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン

グ
し
、
附
属
機
関
に
該
当
す
る
も
の

が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

歳

入

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

減
収
を
抑
え
る
対
策
を

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
市
税
の

減
収
額
を
抑
え
る
対
策
が
必
要
で
は
。

財
政
力
が
高
い
自
治
体
に
は
厳

し
い
制
度
と
な
っ
て
い
る
。
市
長
会

を
通
じ
て
国
や
都
に
要
望
を
行
っ
て

お
り
、
今
後
も
続
け
て
い
く
。

�

法
人
市
民
税
の
伸
び
は
、
ま
ち

の
経
済
状
況
が
好
調
な
こ
と
に
よ
る

の
か
、
そ
れ
と
も
物
価
高
騰
に
よ
り

税
収
だ
け
が
伸
び
て
い
る
の
か
。

全
体
的
に
企
業
業
績
は
好
調
で

あ
る
。
本
市
の
法
人
市
民
税
に
お
い

て
は
大
企
業
が
占
め
る
割
合
が
大
き

く
、
そ
こ
が
落
ち
込
ま
な
い
限
り
税

収
が
大
き
く
減
る
こ
と
は
な
い
。

定
に
あ
た
っ
て
は
、
男
女
に
起
因
す

る
関
係
性
が
個
人
の
生
き
方
を
制
限

し
て
し
ま
う
と
い
う
、
新
し
く
顕
在

化
し
て
き
た
課
題
を
し
っ
か
り
議
論

し
、
性
別
に
と
ら
わ
れ
た
考
え
方
は

見
直
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
の
考

え
は
見
直
す
必
要
が
あ
り
、
次
期
計

画
策
定
で
は
そ
の
点
を
勘
案
し
た
い
。

�

住
民
投
票
制
度
確
立
に
向
け
た

論
点
整
理
に
つ
い
て
、
本
市
の
市
民

自
治
の
歴
史
を
踏
ま
え
丁
寧
に
行
っ

て
ほ
し
い
が
、
見
解
を
伺
う
。

自
治
基
本
条
例
第
十
九
条
で
定

め
ら
れ
た
住
民
投
票
制
度
の
本
質
的

な
部
分
を
歴
史
的
な
視
点
で
検
証
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
そ
上
に
載
せ
て

議
論
で
き
れ
ば
よ
い
と
考
え
る
。

第
六
期
長
期
計
画
・
調
整
計
画
の
人

口
推
計
か
ら
は
、
西
部
地
区
の
一
部

で
は
児
童
数
の
増
加
が
予
測
さ
れ
る
。

中
央
・
東
部
地
区
で
は
、
緩
や
か
に

減
少
す
る
地
域
も
あ
る
と
考
え
る
。

　令和５年度予算は、「誰もが安心して暮らし続けられるまちへ　平和が続く未来をつくる予算」と位置づけ、第六期
長期計画の４年目として、計画の各分野に掲げられた施策を着実に推進するとともに、社会・経済全体の不確かな状態
の中で新たに生じる課題にも対応しながら、持続可能な市政運営を行っていくため、限られた財源を重点的かつ効率的
に配分することを基本に編成されています。　
　また、効率的な行政経営により健全な財政運営を維持するため、事務事業および補助金の見直しや政策再編を継続的
に実施したほか、経常経費は前年度予算額を上限とする予算配分により、経費の節減が行われています。
　以下は予算特別委員会の審査概要です。

予算特別委員会

審査概要
主要な事業� （単位：千円）

■一般会計	
◇総務費
・次期指定管理者の選定準備	 6,983
・吉祥寺本町一丁目23番街区利活用に関する検討
	 3,000
・住民投票制度確立に向けた論点整理	 3,042
・	自動釣銭機付きＰＯＳレジ及びキャッシュレス決済の
導入	 4,808
・滞納整理アドバイザーの活用	 704
・個人情報保護法の改正に伴う制度見直しへの対応
	 3,385
・中央コミュニティセンターバリアフリー化の検討
	 5,926
・武蔵野公会堂改修等基本設計関連事業	 28,102
・多文化共生推進事業	 2,750
・第六次子どもプラン武蔵野の策定	 9,677
◇民生費
・高齢者総合センター大規模改修工事実施設計	44,839
・	高齢者総合センター・障害者福祉センター仮設施設設
置関連工事	 28,813
・地域生活支援拠点の段階的整備	 7,204
・	子どもの手当・助成に関する窓口ＤＸの試行（書かな
い・待たない・スムーズな窓口の実現）	 7,642
・市立保育園における医療的ケア児受入体制の整備
	 16,162

◇衛生費	
・むさしのゼロカーボン大賞事業（仮称）	 500
・家庭向け再エネ電気切替協力金支給事業	 4,134

・気候危機打開武蔵野市民活動プラン（仮称）の作成
	 8,397
◇商工費
・商店会地区サポート事業	 2,000
◇土木費
・資材置場整備工事	 49,811
・緑の基本計画2019中間まとめの策定	 2,442
◇消防費
・消防団第 2分団詰所の改築	 12,722
◇教育費
・第四期学校教育計画の策定	 2,718
・陸上競技場第三種公認検定のための改修工事等
	 112,424
・中央図書館地下書庫電動書架リニューアル工事
	 21,993
・子育て支援施設への返却ポストの試行設置	 315
◇各款
・公共施設の実質再エネ100％電力の導入	 8,775

■特別会計
〈国民健康保険事業会計〉
・	国民健康保険データヘルス計画・特定健康診査等実施
計画の改定	 8,000

■公営企業会計
〈下水道事業会計〉
・	保健センター増築に伴う大野田ポンプ所の移設
	 19,426

一般会計歳入予算の内訳および歳出予算の目的別内訳

歳 出
729億2,200万円

歳 入
729億2,200万円

民生費
327億8,190万円
44.9%

教育費
120億9,729万円
16.6%

総務費
93億2,373万円

12.8%

土木費
65億9,081万円

9.0%
衛生費

71億8,673万円
9.9%

消防費
21億5,636万円
3.0%

公債費
13億7,730万円
1.9%

その他
14億788万円
1.9%

市税
432億750万円
59.2%

国庫支出金
106億239万円
14.5%

都支出金
81億9,449万円
11.2%

人口１人当たり　492,836円
1世帯当たり　　931,541円

その他
10億1,470万円
1.4%

地方消費税交付金
36億5,000万円

5.0%

繰入金
11億3,426万円

1.6%
使用料及び手数料
14億8,207万円

2.0%

諸収入
10億8,620万円

1.5%

繰越金
7億円
1.0%
市債
6億3,000万円
0.9%

法人事業税交付金
8億7,500万円

1.2%

分担金及び負担金
3億4,538万円
0.5%

審査した特別委員

令和５年度予算審査に当たった
特別委員の氏名は、次のとおり。

ひがしまり子 予算特別委員長

◎ひがしまり子� ○蔵野恵美子
　大野あつ子� 桜井　夏来
　宮代　一利� 落合　勝利
　内山さとこ� 与座　　武
　小美濃安弘� 橋本しげき
　西園寺みきこ� 深沢　達也�

◎印�委員長　○印�副委員長
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予算に対する各会派の討論
①令和５年度武蔵野市一般会計予算
②令和５年度武蔵野市国民健康保険事業会計予算
③令和５年度武蔵野市後期高齢者医療会計予算
④令和５年度武蔵野市介護保険事業会計予算
⑤令和５年度武蔵野市水道事業会計予算
⑥令和５年度武蔵野市下水道事業会計予算

　３月27日の本会議で予算に対する各会派の賛否の討論が行われ
ました。以下はその要旨です。このほかに、下田ひろき議員の、
①は反対し、その他の予算に賛成する討論もありました。各会派
の構成は８面に掲載しております。
　予算特別委員会の詳しい内容は、インターネット議会中継また
は会議録でご覧いただけます。会議録は５月下旬以降、各市立図
書館、各コミュニティセンター、市役所７階市政資料コーナー、
または市議会ホームページにおいて閲覧することができます。

小さな声を活かす会

長期的視点の取り組みで
市民とともに希望の持てる未来を

①②③④⑤⑥賛成

　令和５年度は、市民の不安を払拭するため
の即効性ある対応とともに、安定した社会を

取り戻すための長期的視点に立つ取り組みが
求められる。物価高騰等で新規事業に慎重な
姿勢を理解する一方、状況を注視し、必要に
応じた万全の対策を求めたい。気候市民会議
の成功等、市民参画での大きな成果を第六期
長期計画・調整計画の策定等に生かし、市民
が関わる市政の在り方を実現してほしい。市
民と行政が力を合わせ、希望の持てる未来を
切り開く予算となることを期待し賛成する。

桜井夏来　議員

必要不可欠な小・中学校の改築事業、福祉３
館の整備などを着実に進めていることを評価
する。また、コロナ禍を経て、顔を合わせる
関係の重要さとＩＣＴ導入による負担軽減は
必ずしも矛盾しないことが分かった。市民福
祉向上のため、現場の声を生かして進めてほ
しい。新規の大型事業が事実上困難な中、市
民一人一人のニーズに寄り添い、より一層対
話を進め、市政の前進を祈念し、賛成する。

立憲民主ネット

確かな財政力で、市民のニーズに
寄り添い、対話をより一層進めよ

①②③④⑤⑥賛成

　人口の微増、市民の担税力に支えられた堅
実な予算組みであると判断した。市民生活に

西園寺みきこ　議員

要な施設を更新し市民サービスが途切れない
よう着実な取り組みを求める。平和事業のあ
り方懇談会（仮称）の設置による平和施策の
発展を期待する。行政のデジタル化や指定管
理者制度等における課題に対しては市民の利
益を第一に考えた運用を求める。調整計画策
定は市民意見の反映に最大限の努力を要望す
る。国保税については引き上げを行わず、介
護保険はサービス水準の維持と充実を求める。

日本共産党武蔵野市議団

現場実態を踏まえた物価高騰対策
市民の暮らしを支える支援策を

①②③④⑤⑥賛成

　全体として暮らしを支え平和を発信する市
政を評価する。公共施設の改修や改築等、必

橋本しげき　議員

自治と共生

市民の心と体、暮らしの回復に
武蔵野市の自治の力を発揮せよ

①②③④⑤⑥賛成

　コロナ禍で衰えた人々の心と体、暮らしの
回復を図るセーフティネットの構築、物価高

騰下での公共施設の着実な更新と改修が公の
果たす役割の柱だ。互いを理解し認め合う多
様性を尊重する社会の実現に向け、多文化共
生・交流事業と平和事業を一体的に進めてほ
しい。また、旧赤星邸利活用をはじめ、緑豊
かな文化のまちづくりを望む。今後、子ども
の意見や参加を施策に反映できるか課題であ
る。一人一人の人権が尊重され自分らしく暮
らし続けられる平和なまちであることを願う。

内山さとこ　議員

市議会公明党

市民の不安解消は政治の役割
変化に即した臨機応変な対応を

①②③④⑤⑥賛成

　コロナ禍で市民は心を痛ませ、不安を感じ
ている。それを払拭するのは政治の役割であ

り責任だ。吉祥寺本町１丁目23番街区の利
活用検討や吉祥寺南口のまちづくり、住民投
票制度確立に向けた論点整理等は、適時適切
な情報提供と併せ、市民理解を得て進めてほ
しい。メッセージ性がない漠然とした予算と
も感じるが、長期計画に基づく堅実な予算と
受け止める。今後、社会変化に即した臨機応
変な対応を求めるとともに、誰もが安心して
暮らし続けられるための施策の展開を求める。

落合勝利　議員

ワクワクはたらく

事業の各段階で市民参加を継続し
市民の声の反映を

①②③④⑤⑥賛成

　コロナ禍が収束する兆しを見せている。令
和５年度は、変質した社会が新しい時代を迎

える転換期と位置づけられると考える。予算
編成には、前提となる社会情勢が見えづらい
難しさがあったと推察するが、アクセルとブ
レーキのバランスを取りながら進めるための
予算と理解する。事業の各段階で市民参加を
継続し、市民の声を反映することや、行政サー
ビスの質の向上に努め、市の魅力を市民にア
ピールすること等、予算執行上の課題として、
きめ細かに対応することを望む。

宮代一利　議員

求める。吉祥寺駅前の駐輪場の土地の売買に
関連する一連の事業や、住民投票条例、学童
クラブの民間施設移設など、市民や議会が議
論しづらい状況をつくり出し諦めさせるよう
なやり方が、不安や混乱を招いている。市民
の意見に耳を傾けるとともに、市民目線での
徹底した情報発信・情報公開や事業の事前説
明等、市民に理解・納得してもらえるよう時
間をかけて丁寧に行うことを求め、賛成する。

自由民主・市民クラブ
市民の声に真摯に向き合い
市民目線で情報発信・情報公開を

①②③④⑤⑥賛成

　令和５年度は経済活動等を力強く推進する
必要があり、市民生活と経済活動の後押しを

木﨑 剛 議員

ン
ト
等
へ
の
出
店
を
機
に
新
た
な
コ

ラ
ボ
商
品
を
開
発
す
る
な
ど
、
年
間

を
通
し
た
取
り
組
み
も
行
い
た
い
。

�

第
二
期
産
業
振
興
計
画
に
お
い

て
、
学
校
給
食
に
お
け
る
市
内
産
農

産
物
の
使
用
割
合
目
標
を
三
十
五
％

と
し
て
い
る
が
、
目
標
達
成
に
向
け

た
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

他
市
の
事
例
も
調
査
し
て
お

り
、
Ｊ
Ａ
や
農
業
委
員
会
と
相
談
し

な
が
ら
引
き
続
き
検
討
し
た
い
。

土
木
費

吉
祥
寺
駅
南
口
交
通
体
系
の

丁
寧
な
検
討
を

吉
祥
寺
駅
南
口
周
辺
交
通
体
系

検
討
に
つ
い
て
は
、
吉
祥
寺
パ
ー
ク

エ
リ
ア
ま
ち
の
将
来
像
策
定
と
の
関

係
性
を
丁
寧
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

ま
ず
は
交
通
体
系
検
討
の
中
で
技
術

的
に
可
能
な
こ
と
、
不
可
能
な
こ
と

を
整
理
し
た
う
え
で
、
ま
ち
づ
く
り

の
イ
メ
ー
ジ
を
描
く
べ
き
で
は
。

交
通
環
境
整
備
は
最
も
基
本
的

な
問
題
だ
。
ま
ち
の
将
来
像
策
定
の

過
程
で
市
の
考
え
を
説
明
す
る
中
で
、

先
駆
け
て
技
術
的
検
討
を
深
め
た
い
。

�

吉
祥
寺
東
部
地
区
の
駐
輪
場
の

収
容
台
数
は
、
新
し
く
取
得
し
た
吉

祥
寺
本
町
一
丁
目
二
十
七
番
街
区
の

駐
輪
場
整
備
に
よ
り
充
足
す
る
の
か
。

こ
の
新
設
に
よ
り
収
容
台
数
は

六
百
台
と
な
り
整
備
目
標
台
数
を
五

十
四
台
ほ
ど
上
回
る
と
考
え
て
い
る
。

�

八
幡
町
二
丁
目
の
資
材
置
き
場

の
更
新
お
よ
び
公
園
の
新
設
に
つ
い

て
、
公
園
整
備
の
詳
細
を
伺
う
。

老
朽
化
し
た
資
材
置
き
場
を
更

新
す
る
に
あ
た
り
規
模
を
縮
小
し
、

創
出
さ
れ
た
空
間
に
公
園
や
緑
道
の

設
置
を
考
え
て
い
る
。
隣
接
す
る
千

川
上
水
と
一
体
的
に
整
備
し
た
い
。

�

装
飾
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業

の
内
容
を
伺
う
。

水
銀
灯
の
製
造
・
使
用
禁
止
に

伴
い
、
市
が
管
理
す
る
装
飾
街
路
灯

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
二
か
年
で
進
め
る
。

教
育
費

相
談
支
援
体
制
の
充
実
と

学
び
の
場
の
保
障
を

不
登
校
の
子
ど
も
が
増
加
す
る

中
、
子
ど
も
一
人
一
人
に
寄
り
添
う

よ
り
き
め
細
か
な
相
談
体
制
の
充
実

や
学
び
の
場
の
保
障
が
必
要
で
は
。

家
庭
と
子
ど
も
の
支
援
員
の
常

設
校
を
現
在
の
三
校
か
ら
八
校
へ
と

拡
充
す
る
ほ
か
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
学
び
の
保
障
や
、
地
域
の
居
場
所

に
つ
な
ぐ
等
、
そ
の
子
に
応
じ
た
多

様
な
居
場
所
を
用
意
し
て
い
き
た
い
。

�

教
員
の
事
務
負
担
軽
減
の
た
め

に
も
、
欠
席
届
や
お
便
り
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
を
よ
り
一
層
進
め
る
べ
き
で
は
。

令
和
五
年
度
は
、
教
員
が
使
用

す
る
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
ア
プ
リ

版
を
保
護
者
も
利
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
。
欠
席
届
の
集
約
が
簡
単
に
な

る
ほ
か
、
保
護
者
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
の
ア
プ
リ
で
学
校
か
ら
の
お
便

り
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
る
。

�

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
協
働
体

制
の
充
実
に
よ
り
、
開
か
れ
た
学
校

消
防
費

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
防
災

訓
練
の
今
後
の
見
通
し
は

コ
ロ
ナ
禍
で
滞
っ
て
い
た
防
災

訓
練
を
今
後
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

防
災
課
職
員
も
自
主
防
災
組
織

等
と
一
緒
に
検
討
し
て
い
る
。
地
域

防
災
計
画
に
沿
っ
て
着
実
に
進
め
る
。

�

防
災
倉
庫
の
備
蓄
食
料
の
内
容

は
ど
の
よ
う
に
見
直
し
て
い
る
の
か
。

事
業
者
へ
の
聞
き
取
り
や
他
市

へ
の
調
査
等
を
行
っ
て
い
る
。

�

づ
く
り
協
議
会
が
ど
う
変
わ
る
の
か
。

協
議
会
が
学
校
運
営
の
基
本
方

針
を
承
認
す
る
と
い
う
の
も
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
だ
。
単
に
協
議
会
の
意
見

を
も
ら
う
と
い
う
形
で
は
な
く
、
ど

の
よ
う
な
学
校
運
営
を
し
た
い
の
か

を
学
校
と
協
議
会
が
議
論
し
、
共
通

理
解
・
合
意
形
成
を
得
て
い
く
プ
ロ

セ
ス
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
。

�

図
書
館
の
返
却
ポ
ス
ト
が
子
育

て
支
援
施
設
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
は

評
価
す
る
が
、
年
度
ご
と
に
ポ
ス
ト

を
移
動
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
設
置

箇
所
を
増
や
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

ポ
ス
ト
を
設
置
す
る
の
は
簡
単

だ
が
、
返
却
さ
れ
た
本
を
回
収
す
る

ル
ー
ト
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
試
行
し
な
が
ら
費
用
対
効
果
も

見
定
め
、
検
討
し
た
い
。

特
別
会
計

法
定
外
繰
入
金
解
消
の

今
後
の
方
針
は

〈
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
予
算
〉

一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
入

金
解
消
に
向
け
て
財
政
健
全
化
計
画

が
作
成
さ
れ
た
が
、
今
後
の
方
針
は
。

令
和
五
年
度
中
に
、
令
和
六
年

度
以
降
の
東
京
都
の
国
民
健
康
保
険

事
業
の
運
営
方
針
が
示
さ
れ
る
予
定

だ
が
、
そ
の
中
で
赤
字
の
取
り
扱
い

も
示
さ
れ
る
と
考
え
て
お
り
、
そ
れ

を
踏
ま
え
て
方
針
を
検
討
し
た
い
。

水
道
事
業
会
計

安
全
な
水
の
提
供
の
た
め

水
質
の
定
期
的
な
検
査
を

緊
急
で
行
っ
た
市
内
二
十
九
か

所
の
井
戸
の
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の

水
質
検
査
に
つ
い
て
、
検
査
結
果
を

踏
ま
え
た
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

今
後
は
定
期
的
な
検
査
が
必
要

と
考
え
る
。
暫
定
目
標
値
を
超
え
た

所
は
な
い
が
、
数
値
が
高
い
所
は
揚

水
量
を
減
ら
す
な
ど
の
対
応
も
行
い
、

少
し
で
も
数
値
を
減
ら
し
た
い
。

地
域
防
災
計
画
修
正
版
は
非
常

に
分
量
が
多
い
た
め
、
市
民
向
け
の

説
明
の
し
か
た
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

要
望
が
あ
れ
ば
出
前
講
座
を
行

う
な
ど
、
丁
寧
な
周
知
に
努
め
た
い
。

予算特別委員会

審査概要
一般会計歳入予算の内訳および歳出予算の目的別内訳

歳 出
729億2,200万円

歳 入
729億2,200万円

民生費
327億8,190万円
44.9%

教育費
120億9,729万円
16.6%

総務費
93億2,373万円

12.8%

土木費
65億9,081万円

9.0%
衛生費

71億8,673万円
9.9%

消防費
21億5,636万円
3.0%

公債費
13億7,730万円
1.9%

その他
14億788万円
1.9%

市税
432億750万円
59.2%

国庫支出金
106億239万円
14.5%

都支出金
81億9,449万円
11.2%

人口１人当たり　492,836円
1世帯当たり　　931,541円

その他
10億1,470万円
1.4%

地方消費税交付金
36億5,000万円

5.0%

繰入金
11億3,426万円

1.6%
使用料及び手数料
14億8,207万円

2.0%

諸収入
10億8,620万円

1.5%

繰越金
7億円
1.0%
市債
6億3,000万円
0.9%

法人事業税交付金
8億7,500万円

1.2%

分担金及び負担金
3億4,538万円
0.5%
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空き家問題に関し、令和５年４月の改正
民法施行により管理不全土地・建物管理制
度が創設されるが①利害関係人として困っ
ている人を守るため関係課できちんと準備
をして運用してほしいが見解は②市道への
越境枝葉に対し改正後は適切な手続きを踏
めば対処可能とされるが、運用指針を伺う。
①利害関係人について地方裁判所がどう

判断するか現段階では想定できず、分から
ない要素が多い。国や他市区の動向に注視
しつつ、活用方法等の検討、研究を進める。
②市が越境枝葉を切除する場合でも、所有
者に対し繰り返し催告する、適切な管理を
求めるなど、丁寧な対応が必要と考える。

市民を守るため空き家問題
解決に向け積極的に動くべき

道場ひでのり　議員

予防接種健康被害救済制度の申請件数
の累計、健康被害と死亡での申請件数は。
２月１５日時点でコロナワクチンに関し相
談９件、申請書等送付１９件、当該制度に基
づく死亡一時金や葬祭費の申請が２件だ。
本市の死亡者数は平成３０年１,１７８人、令

和元年１,１８０人、令和２年１,１５７人、令和３
年は１,２４４人で、超過死亡が起こっている
と考えるが、令和４年の死亡者数を伺う。
１,４０７名である。
コロナワクチン被害者の救済制度申請を
サポートできる体制を求めるが、いかがか。
被害を受けた方が制度につながり救済さ

れるよう、市もサポートが必要と考える。

コロナワクチン被害者へ
救済制度申請のサポートを

下田ひろき　議員

本市が実施するケアリンピック事業は、
介護従事者のモチベーション向上を目的と
するものだが、現場からは参加に伴う負担
感を訴える声も聞こえてくる。市の認識は。
同事業は介護事業者等による実行委員会
形式で実施しており、アンケートでも参加
者の約９割から満足との回答を得ている。
介護を取り巻く諸問題の根本には、介護

従事者の給与が低い状況が改善されないと
いう点があると考える。国が行う「介護職
員処遇改善支援補助金」交付事業に、市独
自で上乗せをすること等は検討できないか。
介護職の処遇改善は国の課題と認識して

いる。必要に応じ国に要望を行っていく。

福祉・介護分野の持続可能性
を維持する取り組みを求める

桜井夏来　議員

デジタル技術を活用し、行政窓口を「書
かない窓口」「行かない窓口」へ移行し市
民行政双方の利便性向上を進めてはどうか。
子どもの手当や助成の申請等で、書かな

い待たないスムーズな窓口の令和５年度試
行開始を目指している。オンライン申請は
令和５年１月に開始し、不足書類はオンラ
イン提出が２割弱と利用者の反響もよい。
帯状疱疹ワクチン任意接種への補助は早
期実施が望まれる。自治体への補助が開始
された場合、市民への補助事業を行うのか。
今回、東京都で新たな補助制度が創設さ

れることに伴い、５０歳以上の市民を対象に
補助事業を実施したいと考えている。

自治体ＤＸの推進、帯状疱疹
ワクチン接種への補助を望む

大野あつ子　議員

駐輪場を売却した先であるレーサムの所
有地である、駐輪場の隣地の評価額は、市
が委託した不動産鑑定士によると正常価格
は８億８,３６０万円である。駐輪場を購入し
て一体地になり９億３９０万円の価値が発生
し、資産価値は２倍以上の１７億８,７５０万円
と私は計算している。建設委員会で「隣地
３倍といって、非常においしい話になる」
と発言する議員もいたが、レーサムにとっ
て極めて収益性の高い土地取引であること
は間違いない。改めてレーサム所有地の資
産価格はいくらに上昇したと試算するのか。
民有地の土地評価額を議会の場で公表す

ることは控える。

駐輪場売却でレーサム所有地
は２倍以上の価値向上

小林まさよし　議員

新型コロナ感染症の感染症法上の位置づ
けが５類に引き下がることにより、患者負
担増や医療機関の対応が今まで以上に困難
となる事態を危惧する。見解と対応を伺う。
医療費負担増とともに受診控え等による

重症化、感染拡大の可能性も考えられる。
国や都の方針を注視し、市民の安全・安心
を守るための施策を必要に応じて実施する。
学校での感染対策事業に対する国の補

助制度もあるが、活用する考えは。
学校の現状を鑑みながら検討していく。
境２丁目の山中南公園の遊具が壊れたま

まである。早急な改修を求めるが対応は。
令和５年度の上半期には修繕を行いたい。

コロナ感染症５類化に伴う
影響と対応を問う

本間まさよ　議員

コロナ禍の経験を踏まえ、改めてセカン
ドスクールの意義を再評価し、小学５年生
における６泊７日の復活を求めるが見解は。
武蔵野市長期宿泊体験活動検討委員会

報告書の提案に基づき事前事後のアンケー
トを実施しており、今後検証を行っていく。
武蔵野市国民保護計画に基づく緊急事

態への対処機能強化は十分か、見解を伺う。
コロナ禍を踏まえ国の基本方針や東京都
国民保護計画変更の際に市計画も改定する。
職員は従来ゼネラリストであるという考

えであるが、福祉専門職採用への見解は。
専門性を持った職員の確保・育成も必要

であり、調整計画等の策定時に議論したい。

小学５年生のセカンドスクール
６泊７日の復活を求める

与座 武 議員

武蔵野中央公園南側の市道５５号線のよう
に、バスルートだが狭小で危険な場所は歩
道設置など安心・安全の担保策が必要では。
歩道を造るには法律の区域変更等ハード

ルが高く難しい。対策可能な道路にはガー
ドパイプの設置等の安全策を施している。
三鷹駅北口ロータリーの危険性は放置で

きない。安全性確保への短期的対応を伺う。
交通環境を注視しつつ状況変化に応じて

警察と連携しながら可能な対応を検討する。
大野田小学童クラブ移設は、近隣住民と

の議論を時間をかけ丁寧に行うべきでは。
住民や自治会、保護者の理解を得て子ど

もたちのよりよい環境に向け努力していく。

安心・安全な歩行空間の
確保と伝わる情報発信の実行を

木﨑 剛 議員

市が有機フッ素化合物汚染状況を正確に
把握することは水道事業者としての基本だ。
浄水場２か所のみならず、水源井戸ごとに
定期的・継続的な水質検査を行うべきでは。
昨年は浄水場で２回測定し、１ℓ当たり

１６～２２ナノグラムだった。本年の水源井戸
検査結果は出しだい報告する。定期的・継
続的な検査は重要で、体制を検討したい。
電気代が急上昇している今こそ、自前で
電力を賄う経営努力の観点から、公共施設
への太陽光パネル設置を進めるべきでは。
設置可能性調査で３か所が挙がった。コ

スト面等から現状で設置は難しいが、環境
負荷低減に向けさまざまな点から研究する。

武蔵野市の水道水を
守るには

西園寺みきこ　議員

武蔵野市シルバー人材センターの①存
在意義を伺う②運営の現況と設置場所等の
課題を伺う③将来展望を伺う。
①高齢者の就業機会を確保し福祉の増進

を図るとともに、能力を生かした活力ある
地域社会づくりに寄与することが設立目的
であり、健康維持や生きがいの獲得、社会
参加等の実感を通じて地域社会の活性化に
つながると考える②会員数の減少、高齢化
への対応が必要だ。一昨年事務所を移転し
たばかりのため現時点で移転は考えていな
い③生産年齢人口の減少および就労環境の
変化に伴い、さらに役割は大きくなると考
える。引き続き必要な支援をしていきたい。

シルバー人材センターの
現況と課題、将来展望を問う

深沢達也　議員一一一 般般般 質質質 問問問
　第１回定例会では２月２７日、２８日に１３名の議員から一般質問が行われました。各議員の主な質問と答
弁を要約して掲載します。
　詳しくは、５月下旬発行予定の会議録（設置場所：各市立図書館、各コミュニティセンター、市役所
７階市政資料コーナー）、または武蔵野市議会ホームページの会議録検索（第１回定例会分は５月３０日
登録予定）、インターネット議会中継でご覧いただけます。

※一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対し、事務の状況や将来に対する方針等について、
質問をしたり、説明や報告を求めたりすることをいいます。
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　外環道路特別委員会は、３月２７日の本会議でこれまでの活動の報告を
行いました。

報告の概要

　外環本線については、調布市の工事現場直上で発生した陥没事故や空
洞は、周辺住民の安全を脅かす重大な事態である。大泉側本線トンネル
については、令和４年１２月に北行が掘進作業を再開しており、住民への
説明が不足したまま配慮を欠く事業推進がなされている。
　外環の２については、「武蔵野市における地上部街路に関する話し合い
の会」の「中間まとめ」が進められているが、取りまとめに時間を要し
ており、構成員の声を十分に反映した「中間まとめ」の早急な完成が求
められる。
　武蔵野市議会としては、コミュニティの維持、良好な環境、シールド
マシン工事における安全性や市民生活に影響を及ぼす諸課題について、
都市での移動・流通等の変化も見据え、今後も引き続き、外環本線およ
び外環の２についての調査・検討を市民、行政と行っていく必要がある。

　武蔵野市議会では、議会運営の迅速化、効率化を図り、市議
会をより市民に分かりやすく、身近なものにするため、これま
でも継続的に議会改革を行ってきました。
　令和２年４月１日に武蔵野市議会基本条例が施行された後、
令和２年度は、まず議会基本条例関係諸規定の検討および整備
を行いました。その後、議会基本条例制定に伴う課題の検討を
行うこととし、令和３年６月までの間、協議する会議体の検討
や各会派から提案された改革事項の整理、協議を進める際の順
位づけを行いました。その結果、議会運営委員会において、各
会派および会派に属さない議員から提案された3２項目を、点
数順に協議することとなりました。
　このたび、すべての項目について
一とおりの検討を終えることができ
ましたので、令和３年度および令和
４年度を通じての議会改革検討結果
について報告書を作成しました。

外環道路特別委員会最終報告 議会改革検討結果報告

こちらのページで、武蔵野
市議会改革検討結果につい
て（報告）を閲覧できます。

委員会 総務委員会 文教委員会
日程 令和４年１０月１２日（水）～１４日（金） 令和４年１０月１２日（水）～１４日（金）

視
察
先
お
よ
び
視
察
内
容

①兵庫県芦屋市
・�ＡＳＨＩＹＡ ＲＥＳＵＭＥ事業につ
いて

②兵庫県西宮市
・�第二庁舎（危機管理センター）
について

③大阪府堺市
・�さかいＳＤＧｓ推進プラットフォー
ムについて

④兵庫県尼崎市
・�シティプロモーションの取り組み
について 西宮市役所第二庁舎（危機管理センター）

屋上ヘリポート

①愛知県一宮市
・�ｐｅｐｐｅｒを使ったプログラミング
教育について

②愛知県豊田市
・�豊田市子ども条例について

③岐阜県瑞浪市
・スーパーエコスクールについて

④愛知県小牧市
・�子育て世代包括支援センターに
ついて

瑞浪市立瑞浪北中学校

委員会 厚生委員会 建設委員会
日程 令和４年１０月２７日（木）～２８日（金） 令和４年１０月２７日（木）～２８日（金）

視
察
先
お
よ
び
視
察
内
容

①愛知県大府市
・ヤングケアラー支援について

②愛知県豊川市
・�保健センター建て替え事業につ
いて

豊川市　総合保健センター（仮称）建設予定地

①岐阜県岐阜市
・�未来技術社会実装事業（自動
運転）について

②愛知県豊田市
・�あそべるとよたプロジェクトにつ
いて

岐阜市役所

令和４年10月に、各常任委員会で下記のとおり行政視察を実施しました。
各委員会視察報告の詳細については、市議会ホームページでご覧いただけます。各常任委員会　行政視察報告

計画策定の間に、社会が大きく変化した
際、どのような軌道修正が考えられるか。
策定期間の延長や次期計画策定時期の変

更、また事業執行において、柔軟な軌道修
正が求められる場面もあると認識している。
市民参加に対するより一層の工夫は。
日時や場所などを参加しやすいよう工夫

したり、パブリックコメントの提出方法を
多様化したりしている。今後も工夫したい。
広報の専門員を配置することへの見解は。
効果的かつ訴求力のある情報発信や、分

かりやすく伝わる言葉の使い方などにたけ
た広報専門員を配置することも、選択肢の
一つとして研究していきたい。

市民参加のより一層の実現や
広報の充実に向けて

本多夏帆　議員

吉祥寺美術館に求めるものは何か、広く
市民意向調査をするべきと考えるが見解は。
全ての方が美術や文化に関心があるとは

限らない中での意向調査は難しいと考える。
旧赤星邸の美術館としての活用は可能か。
課題が多く困難だが、建物との親和性は

高く、展示内容により議論の深化は可能だ。
各避難所運営マニュアル作成の支援策は。
防災課の職員が適宜相談に応じている。
学齢期以降の障害者の放課後等デイ・余
暇活動の場が増えないことへの見解を伺う。
スペースや費用面、職員確保の困難さ等

が課題であり、次期計画に位置づけ、都へ
の働きかけ等により支援策を考えていく。

吉祥寺美術館の特性を生かし
市民の期待に沿う姿の検討を

蔵野恵美子　議員

子育て世代にとって、子育て費用は大き
な負担となっており、その負担軽減のため、
武蔵野市立小・中学校の給食費無償化を求
めるが見解は。
子育て支援の観点からも有効と思われる。

第六期長期計画・調整計画の討議要綱には
記載していないが、策定委員会で議論して、
施策の方向性を決めていく。
市内農業活性化のために、給食食材にお

ける市内産農産物の使用割合の目標値３５％
を達成できるよう市が支えるべきでは。
使用割合を増やしている他市の事例も参

考に、どのような形が有効かを考え、目標
達成に向けて努力していきたい。

給食費無償化による子育て
支援と市内農業活性化を求める

きくち太郎　議員
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第１回定例会
【市長提出議案（31件）】
●武蔵野市固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について（議案２件）� �
�� �同意（全会一致）
※本市固定資産評価審査委員会委員に、吉

よし

田
だ

宗
そう

一
いち

郎
ろう

氏および中
なか

田
だ

千
ち

惠
え

子
こ

氏を選任することに
ついて、市議会の同意を求めるもの。

●武蔵野市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例の一部を改正する条例� �
�� �可決（全会一致）
※武蔵野市指定管理者候補審査委員会の設置、所掌事項、組織および任期等、委員会に関して
必要な事項を定める改正を行うもの。

●武蔵野市情報公開・個人情報保護審査会条例の一部を改正する条例�� �
�� ��可決（全会一致）
※武蔵野市議会個人情報の保護に関する条例の制定に伴い、審査庁の定義に武蔵野市議会を
追加する等の改正を行うもの。

●武蔵野市情報公開・個人情報保護審議会条例の一部を改正する条例� �
�� �可決（全会一致）
※武蔵野市議会個人情報の保護に関する条例の制定に伴い、情報公開・個人情報保護審議会の
所掌事務を追加する等の改正を行うもの。

●武蔵野市子どもの権利条例�� �可決（賛成多数）
※未来にわたって子どもの権利と尊厳が尊重されるよう、子どもに優しいまちづくりを推進
する取り組み、子どもの権利の侵害について救済する仕組み等を定めるため、制定するも
の。

●武蔵野市子どもプラン推進地域協議会条例の一部を改正する条例�� �可決（全会一致）
※子ども・子育て支援法の改正に伴い、条例における法律の引用条項を変更するもの。以下の
３議案も同様。

●武蔵野市立保育園条例の一部を改正する条例�� �可決（全会一致）
●武蔵野市一時保育事業の実施に関する条例の一部を改正する条例�� �可決（全会一致）
●武蔵野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例�� �可決（全会一致）

●武蔵野市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例�� �可決（全会一致）
※家庭的保育事業者等に安全計画の策定等を義務化するほか、衛生管理等の努力義務の内容
をより詳細に規定する等の改正を行うもの。

●武蔵野市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例�� �可決（全会一致）
※放課後児童健全育成事業者に安全計画の策定等を義務化するほか、業務継続計画の策定等
を努力義務化する等の改正を行うもの。

●武蔵野市福祉型住宅管理条例の一部を改正する条例�� �可決（全会一致）
※福祉型住宅の種別の見直しに伴い、「単独福祉型住宅」を「福祉型住宅」とする等の改正を行
うもの。

●武蔵野市中小規模事業者事業資金融資あっせん条例の一部を改正する条例� �
�� �可決（全会一致）
※令和５年度の特別融資あっせんの申請要件を緩和するため、事業者の売上高等の比較期間
を拡大するもの。

●武蔵野市教育委員会の所管する計画の策定に関する審議会設置条例� �
�� �可決（全会一致）
※武蔵野市教育委員会の所管する計画の策定に関する審議会の設置、所掌事項、組織および任
期等、審議会に関して必要な事項を定めるため、制定するもの。

●武蔵野市給水条例の一部を改正する条例�� �可決（全会一致）
※地方自治法の改正により、指定代理納付者制度に係る規定が削除され指定納付受託者制度
に係る規定が新設されたことに伴い、所要の改正を行うもの。

●人身事故に係る損害賠償の額の確定及び和解について�� �可決（全会一致）
※武蔵野市内において発生した人身事故に係る損害賠償の額の確定および和解をするもの。
●令和４年度武蔵野市一般会計補正予算（第６回）�� �可決（全会一致）
●令和４年度武蔵野市国民健康保険事業会計補正予算（第２回）�� �可決（全会一致）
●令和４年度武蔵野市後期高齢者医療会計補正予算（第１回）�� �可決（全会一致）
●令和４年度武蔵野市介護保険事業会計補正予算（第２回）�� �可決（全会一致）
●令和５年度武蔵野市一般会計予算�� �可決（賛成多数）
●令和５年度武蔵野市国民健康保険事業会計予算�� �可決（全会一致）
●令和５年度武蔵野市後期高齢者医療会計予算�� �可決（全会一致）
●令和５年度武蔵野市介護保険事業会計予算�� �可決（全会一致）
●令和５年度武蔵野市水道事業会計予算�� �可決（全会一致）
●令和５年度武蔵野市下水道事業会計予算�� �可決（全会一致）
●武蔵野市国民健康保険条例の一部を改正する条例�� �可決（全会一致）
※出産育児一時金の支給額を現行の４２万円から５0万円へ引き上げるもの。
●武蔵野市印鑑条例の一部を改正する条例�� �可決（全会一致）
※法改正により、マイナンバーカードに搭載されている電子証明書をスマートフォンに搭載
可能となることに伴い、印鑑登録証明書のコンビニエンスストアでの交付に係る規定を改
正するもの。

●武蔵野市監査委員の選任の同意について�� �同意（全会一致）
※本市監査委員に小

こ

島
じま

麻
ま

里
り

氏を選任することについて、市議会の同意を求めるもの。
●武蔵野市教育委員会委員の任命の同意について�� �同意（全会一致）
※本市教育委員会委員に岩

いわ

崎
さき

久
く

美
み

子
こ

氏を任命することについて、市議会の同意を求めるもの。
【議員提出議案（２件）】
●武蔵野市議会個人情報の保護に関する条例�� �可決（全会一致）
●東京外かく環状道路（関越～東名）事業に関する意見書� �
�� �可決（全会一致）

議案に対する各議員の賛否結果については、市議会ホームページに掲載しています。

市議会だよりへのご意見、ご要望をお聞かせください。

議　会
事務局

ＴＥＬ ０４２２－６０－１８８３　ＦＡＸ ０４２２－５５－７５５５
メールアドレス　ofc-gikai@city.musashino.lg.jp
市議会ホームページ　https://www.city.musashino.lg.jp/shigikai/

議案審議結果（議決）一覧
東
京
外
か
く
環
状
道
路（
関
越
～
東
名
）事

業
に
関
す
る
意
見
書

　

東
京
外
か
く
環
状
道
路
の
大
深
度
地
下
ト

ン
ネ
ル
工
事
に
よ
り
、
調
布
市
の
住
宅
地
で

道
路
の
陥
没
事
故
が
発
生
し
て
か
ら
、
本
年

二
月
で
二
年
四
か
月
が
経
過
し
た
。

　

令
和
四
年
一
月
三
十
日
及
び
二
月
一
日

に
、
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
な
ど
事
業

者
三
者
は
、
再
発
防
止
対
策
を
示
し
工
事
再

開
に
向
け
た
住
民
説
明
会
を
武
蔵
野
市
内
で

開
い
た
が
、
住
民
か
ら
は
振
動
や
騒
音
の
影

響
な
ど
へ
の
不
安
の
声
が
相
次
い
だ
。同
年

二
月
に
は
、東
京
地
方
裁
判
所
に
よ
り
、工
事

差
止
め
仮
処
分
命
令
申
立
て
に
対
す
る
決
定

が
な
さ
れ
、
東
名
側
本
線
ト
ン
ネ
ル
工
事
が

差
止
め
と
な
っ
て
い
る
。同
年
四
月
に
、大
泉

側
本
線
ト
ン
ネ
ル（
南
行
）の
シ
ー
ル
ド
マ
シ

ン
が
破
損
事
故
を
起
こ
し
、
工
事
が
停
止
し

て
い
た
が
、補
修
が
済
ん
だ
と
し
て
、同
年
十

一
月
に
事
業
用
地
内
で
の
工
事
を
再
開
し

た
。

　

同
月
二
十
五
日
に
武
蔵
野
市
内
で
行
わ
れ

た
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
で
、
住
民
は
大
泉
側
本

線
ト
ン
ネ
ル（
北
行
）の
事
業
用
地
外
の
推
進

に
向
け
た
工
事
の
再
開
を
初
め
て
知
る
と
こ

ろ
と
な
り
、
こ
れ
は
説
明
会
な
ど
が
開
か
れ

な
い
中
で
の
突
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。こ
れ

ま
で
も
再
三
に
わ
た
り
、市
民
の
安
全
・
安
心

に
つ
な
が
る
取
組
を
求
め
て
き
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
住
民
の
不
安
が
解
消
さ
れ
な
い
中

で
の
こ
う
し
た
措
置
は
全
く
配
慮
に
欠
け
た

も
の
で
あ
り
、強
く
抗
議
す
る
。

　

外
環
の
２
に
つ
い
て
は
、「
武
蔵
野
市
に
お

け
る
地
上
部
街
路
に
関
す
る
話
し
合
い
の

会
」の「
中
間
ま
と
め
」の
早
期
完
成
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。取
り
ま
と
め
後
の
進
め
方
に

つ
い
て
は
詳
細
が
示
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で

あ
る
。ま
た
、自
動
車
交
通
量
に
対
す
る
見
通

し
に
つ
い
て
も
、
必
要
性
の
説
明
が
不
足
し

て
お
り
、
社
会
状
況
の
変
化
を
反
映
し
た
も

の
と
は
思
え
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

沿
線
住
民
に
と
っ
て
は
、
国
及
び
都
の
施

策
に
よ
っ
て
翻
弄
さ
れ
て
き
た
積
年
の
忍
耐

を
重
ね
て
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
見
通
し
が
立
た

な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

以
上
の
経
緯
に
鑑
み
、武
蔵
野
市
議
会
は
、

武
蔵
野
市
民
の
良
好
な
生
活
環
境
の
維
持
、

沿
線
住
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
及
び
情
報

提
供
の
観
点
か
ら
、
下
記
の
事
項
に
つ
い
て

国
及
び
東
京
都
に
要
望
す
る
。 

一�　

工
事
再
開
の
説
明
が
不
十
分
で
あ
り
、

外
環
本
線
の
事
業
用
地
外
へ
の
工
事
再
開

に
至
る
経
緯
及
び
工
事
の
影
響
等
に
つ
い

て
、
住
民
に
対
し
改
め
て
説
明
の
場
を
設

け
丁
寧
な
対
応
を
行
う
こ
と
。

二�　

係
争
中
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
沿
線
住

民
が
納
得
す
る
ま
で
工
事
を
再
開
し
な
い

こ
と
。

三�　

工
事
等
に
起
因
す
る
事
象
に
つ
い
て
、

調
査
等
必
要
な
対
応
を
行
い
、
沿
線
住
民

の
不
安
解
消
を
図
る
こ
と
。

四�　

外
環
の
２
に
つ
い
て
は
、
構
成
員
の
声

を
十
分
に
反
映
し
た
「
武
蔵
野
市
に
お
け

る
地
上
部
街
路
に
関
す
る
話
し
合
い
の

会
」の「
中
間
ま
と
め
」を
早
急
に
完
成
さ

せ
る
こ
と
。

五�　

引
き
続
き
、
沿
線
七
市
区
及
び
沿
線
住

民
に
対
し
て
、
適
宜
適
切
な
情
報
提
供
を

徹
底
し
、情
報
共
有
を
図
る
こ
と
。

（
内
閣
総
理
・
国
土
交
通
・
環
境
大
臣
、東
京
都

知
事
宛
て
）

※
な
お
、
同
内
容
の
要
望
書
を
中
日
本
高
速

道
路
株
式
会
社
お
よ
び
東
日
本
高
速
道
路
株

式
会
社
宛
て
に
送
付
し
ま
し
た
。

　市議会インターネット中継の生中継を行った当日中または翌日中（土曜日・日曜
日・休日を除く）に、速報版の映像を配信します。
　開始時期はホームページでお知らせいたします。

インターネット中継（速報版）を開始します

■
意
見
付
き
採
択

・
吉
祥
寺
本
町
二
丁
目
四
番
先

の
道
路
陥
没
事
故
に
市
が
支

出
し
た
復
旧
費
用
等
の
詳
細

な
金
額
を
議
会
へ
行
政
報
告

す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
に

関
す
る
陳
情

（
意
見
）陳
情
の
趣
旨
は
了
と
す

る
が
、
事
業
者
と
の
交
渉
確

定
後
に
議
会
へ
の
報
告
を
求

め
る
。

■
不
採
択

・
子
ど
も
の
権
利
条
例（
仮
称
）

の
審
議
に
つ
い
て
に
関
す
る

陳
情

・
温
暖
化
対
策
見
直
し
を
求
め

る
国
へ
の
意
見
書
提
出
に
関

す
る
陳
情

・
市
の
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

の
提
案
に
関
す
る
陳
情

・
桜
井
夏
来
議
員
に
問
責
決
議

を
求
め
る
陳
情

・
庁
舎
内
に
お
け
る
職
員
へ
の

政
党
機
関
紙
の
勧
誘・配
達・

集
金
の
自
粛
を
求
め
る
こ
と

に
関
す
る
陳
情

・
旧
吉
祥
寺
大
通
り
東
自
転
車

駐
車
場
建
物
取
壊
し
費
用
に

つ
い
て
競
争
入
札
を
行
わ
な

か
っ
た
こ
と
に
関
す
る
真
相

究
明
を
求
め
る
陳
情

・
議
案
第
六
号
　
武
蔵
野
市
子

ど
も
の
権
利
条
例
を
継
続
審

議
と
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳

情
・
武
蔵
野
市
子
ど
も
の
権
利
条

例
の
慎
重
な
審
議
を
求
め
る

陳
情

・
民
主
主
義
・
立
憲
主
義
の
基

盤
で
あ
る
思
想
・
良
心
の
自

由
、
請
願
権
等
を
守
る
こ
と

に
関
す
る
陳
情

■
継
続

・「
住
民
投
票
制
度
確
立
に
向

け
た
論
点
整
理
」
関
連
予
算

の
保
留
に
関
す
る
陳
情

・
武
蔵
野
公
会
堂
改
修
関
連
予

算
の
執
行
停
止
に
関
す
る
陳

情

陳
情 

審
議
結
果

　会派とは、市政について、同じような考えや意見を持っている議員の
グループで、議会活動の一つの基盤となります。
※この会派名簿は、令和５年４月３０日任期満了のものです。
※氏名は議席番号順、電話番号は会派控室（市役所７階）の直通電話番

号です。議員の連絡先は、わたしの便利帳や市議会ホームページでご確認いただくか、議会事務局に
お問い合わせください。

会派名簿

自由民主・市民クラブ� ☎６０－１８８４
道場　ひでのり　　小林　まさよし
ひがし　まり子　　木　﨑　　　剛
土　屋　美恵子　　与　座　　　武
小美濃　安　弘　　　　　　　　　

立憲民主ネット� ☎６０－１８８９
藪　原　太　郎　　蔵　野　恵美子
西園寺　みきこ　　川　名　ゆうじ
深　沢　達　也　　　　　　　　　

市議会公明党� ☎６０－１８８７
大　野　あつ子　　浜　田　けい子
落　合　勝　利　　　　　　　　　

自治と共生� ☎６０－１８９０
内　山　さとこ　　山　本　あつし

ワクワクはたらく� ☎６０－１８８５
宮　代　一　利　　本　多　夏　帆

日本共産党武蔵野市議団� ☎６０－１８８８
橋　本　しげき　　本　間　まさよ

小さな声を活かす会� ☎６０－１９４４
桜　井　夏　来　　山　本　ひとみ

会派に属さない議員� ☎６０－１９０９
品　川　春　美　　きくち　太　郎
下　田　ひろき　　　　　　　　　


